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■ウェブ2.0ブームの中で

インターネット業界において2005年から急速

にブームになっていることばが「ウェブ2.0」

である。これをキーワードにしてインターネッ

トの革新が語られている。いわゆるパソコン書

や実用書では枚挙にいとまがないが，新書にお

いても出版ラッシュが続いている。注目すべき

ものとして，ベストセラーになった梅田望夫

『ウェブ進化論』，ジャーナリスト佐々木俊尚の

連作『ウェブ2.0は夢か現実か？』『グーグル

Google』『ネットvs.リアルの衝突』『次世代ウ

ェブ』，神田敏晶の『YouTube革命』がある。

この分野はネット上での言説がいちはやく流通

するが，研究が追いつかない現状があるために，

このような新書が現状を評価するためには役に

立つ。最近の新書は短期間に最新のデータを盛

り込んで書かれるからである。そのような新書

の中でとくに視野の広いと思われる一冊を紹介

したい。森健『グーグル・アマゾン化する社会』

がそれである。

タイトルは，社会学者ジョージ・リッツァー

の『マクドナルド化する社会』を思い起こさせ

る。おそらくそれが編集部のヒントになったの

だろう。ただし新書のタイトルは著者ではなく

出版社のタイトル会議で決められることが多い

ので，必ずしも著者の意に添うものとは限らな

い。リッツァーの本のように，社会の合理化の

究極の形を描いてみせるといった社会理論が展

開されているわけでないことからも，本書の場

合，あまりタイトルにこだわる必要はないだろ

う。とはいうものの，情報世界において変化が

生じているのは事実であるし，それが経済など

のリアルな現実社会に影響力を発揮しているの

はたしかなのである。

■問題は何か

著者の問題関心は「フラット化する社会」に

おいては一極集中現象が伴うのではないかとい

うことである。それをウェブ2.0と呼ばれる事

例を通して考えていくというのが本書の骨子で

ある。

著者によるとウェブ2.0は二つの要素からな

る。第一に「ユーザー参加型」であること，第

二にユーザーが提供したデータに基づく「膨大

なデータベース」によって構成されるサービス

であるということである。たとえば動画配信サ

イトのユーチューブはコンテンツのほとんどを

ユーザー投稿が占める。百科事典プロジェクト

のウィキペディアも完全なユーザー参加型であ

る。そもそもブログやオープンソースがユーザ

ー参加型の産物だったわけで，最新の現象では

ないのであるが，技術的環境の変化がそれを質

的に変えたと見る。とくにデータベースのAPI

（技術仕様）を公開して，広くユーザーに参加

してもらう仕組みづくりが，ウェブ2.0らしさ

になっている。それが本書のキーワードになっ

ている「参加のアーキテクチャー」である。そ

して，それを最大限に活用しているのがアマゾ

ンとグーグルなのである。

■アマゾンとグーグルのアーキテクチャー

世代的にはウェブ初期から存在するアマゾン

森　健著

『グーグル・アマゾン化
する社会』

評者：野村　一夫
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だが，あまたある他のサイトから群を抜く存在

になったのは，たんに先行者だったからだけで

はない。著者は，それを「あらゆる面において，

ユーザーを巻き込んでいくシステムづくり」に

見いだす。外部的にはアフィリエイト・システ

ムの導入，内部的にはカスタマー・レビューが

日本版でもよく知られているが，アメリカ版で

はディスカッションのコーナーもある。カスタ

マーを評価するのもユーザーであるし，リコメ

ンドされるリストの基礎データを提供するのも

ユーザーの購入履歴である。こうした徹底した

ユーザー参加のアーキテクチャーを技術的に実

現したところにアマゾンの先駆性がある。

グーグルはさらに徹底していると著者は見

る。グーグルの約50種のサービスに特徴的なの

は，第一に無料であること，第二にすべてのサ

ービスがウェブ内で完結していることだとい

う。アドワーズとアドセンスによる広告収入で

99パーセントをまかない，そのかわりにメール

でさえも広告素材となる。基本が検索であるか

ら，ウェブ上で人びとが何をしようが，それら

はグーグルのデータベースに取り込まれ，グー

グルに利益をもたらす仕組みになっている。

ここで著者は元の問題に戻る。一極集中の問

題である。これをネットワーク理論から解説す

る。ネットワーク理論によると，スケールフリ

ー・ネットワークには，ネットワーク自体に成

長があり，古い結節点に優先的選択が起きてハ

ブができていく。これが「先行者利益」を生む

のだが，さらに第三の要素として適応度という

ものがあって，魅力的な適応度を持てば後発で

もハブになりうる。ウェブはスケールフリー・

ネットワークだから，その成長の流れに乗って

アマゾンもグーグルも巨大なハブになり得たと

いうことになる。

それに加えて「金持ちはますます金持ちにな

る」といった収穫逓増の原理が輪をかけている。

ウェブ2.0で合い言葉のようになっているロン

グテールも，結局はアマゾンやグーグルのよう

な一極集中的なところでのみ成立するのではな

いかという。

■情報の多様化と民主主義は可能か

このように見ていくと，インターネットの拡

大が必ずしも情報の多様化と健全な民主主義を

もたらすとは限らないのではないかという見方

ができる。この点に関して私が興味を持ったの

は，著者がパーソナライゼーションの動きに注

意を喚起している点である。ユーザーが自分の

関心本位でウェブを使えるようなサービスが増

えている。アマゾンもグーグルもそういうサー

ビスを始めているし，同好のブログがリンクし

合ってできるブロゴスフィアや，友人関係を軸

として情報空間を形成するミクシィのような

SNSも，パーソナライゼーションの動きである。

これらは，ユーザーが自分中心のメディアを構

築できる点に魅力があり，人気を博している。

しかし，ここには異質なものとの出会いがない。

好きなものや仲良しグループの情報のみが消費

される。

それでよいという考え方もあり得る。リアル

な世界ではなかなかそうはいかない。それだけ

にウェブが魅力的であるということである。し

かし，著者はそこに落とし穴があると見ている。

「考えが異なる別の集団の意見を排除し，同じ

集団内で考えが極端に偏るという傾向」（212ペ

ージ）がそれである。これを集団分極化という。

これでは「みんなの意見は案外正しい」という

ことにはならない。インターネットの普及によ

って多様な意見がせめぎあい民主主義が成熟す

るといったような理想像からは遠い。

■アーキテクチャーの制約

以上が，本書のあらましを私なりに要約した
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ものである。本書では細かなディテールもバラ

ンスよく書き込まれており，ウェブ2.0の現状

を批評的に考えたい人に向いている。

私自身も2003年の『インフォアーツ論』とい

う新書でネットの言説世界の問題を指摘したこ

とがあるが，そこで問題にしていた2001-2002

年当時の状況から較べれば，ずいぶん変化した

ものである。結論的にはそれほどでもないが，

途中の議論がまるで変わった。途中の議論とい

うのは主としてアーキテクチャーに関する事柄

である。

著者は言う。「アーキテクチャーの仕様によ

って，技術的にできることが決まり，それによ

ってウェブの動向も規定される。その設計仕様

の構築が巧みなほど，人＝情報が集まり，かつ，

富までもが集中的に集まる」さらに「アーキテ

クチャーの仕様は，人の振る舞いや思考までも

規定することがある」（220ページ）と述べる。

これが本書の基本思想である。それゆえアーキ

テクチャーのディテールが重要なのである。

メディア文化を論じるさいには，これは当然

のことで異論はない。むしろ私自身がこれまで

アーキテクチャーのディテールを軽く見てきた

ことを反省するほどである。ウェブ2.0と呼ば

れる一連のサイトはまさにそこで勝負してきた

わけである。

けれども気になるのは，それでおおよそのこ

とが規定されてしまうのかということである。

たしかにアーキテクチャーの枠組みにはめこま

れてしまうということはある。その埒内でしか

思考が及ばないということもある。それは写真

やテレビの切り取られた画像の外側を想像しに

くいのと同型である。と同時に，人間にはその

枠組みからはみ出したり，ずらして使ってみた

りする側面もある。メディアには誤用も悪用も

つきものである。あるいは理想や理念によって

強引に使いこなすこともある。それはP2Pの劇

的な歴史からも想像できる。そういうユーザー

側の主体的作用というものの可能性を考えるこ

とはできないものだろうか。

とはいうものの，このようなメディア・リテ

ラシー系の議論は分が悪い。人びとがメディア

を「正しく」使いこなすには相当な眼識が必要

であるし，そもそも何が「正しい」使い方なの

かは勝手に決められないことだからである。し

かも，ウェブ2.0の特徴は，まさにユーザー側

の主体的作用をあらかじめアーキテクチャーに

組み込んでしまうところにあり，「群衆の知恵」

をウェブ上に体現しようとするものになってい

る。もはや従来的なメディア・リテラシー系の

議論は有効性をもたなくなっているのかもしれ

ない。それだけにメディア論の新しいパラダイ

ムがほしいところである。

（森健著『グーグル・アマゾン化する社会』光

文社，2006年9月刊，253頁，定価700円＋税）

（のむら・かずお　國學院大學経済学部教授）
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